
耕作放棄地解消モデル実証ほ取組成果報告書 
 

１．取組主体 

  北塩原村耕作放棄地解消対策協議会 

２．受託者 

  桧原遊休農地解消組合 組合長 佐藤正義 

３．実施箇所 

  北塩原村大字桧原字中荒木山 1141－44外１筆 

４．面 積 

  ３８ａ 

５．試験栽培作物 

  そば（会津のかおり） 

６．内 容 

 ・北塩原村の高冷地（桧原地区）でそば（会津のかおり）が従来の桧原そば（在来種） 

 と比較した場合どのような結果が得られるか実証するものである。また、この結果を 

 もとに桧原地区でも会津のかおりを普及促進できるのかどうかもあわせて判断するも 

 のである。 

７．現地状況 

 ・平成 20年度耕作放棄地全体調査及びフォローアップ調査において直径 5～20㎝程 

 度の雑木が数十本あり、また、萱が繁茂し、直径数十㎝台の石も数多くあるため、「黄」 

 と判断した。 
 

【解消前】               【解消後】 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．比較事項 

項  目 桧原在来種 会津のかおり 備  考 

草丈 60～80㎝ 60～80㎝  

実の色 茶色が多い 在来種より黒い 写真添付 

実の大きさ 
3～4㎜ 

(大小さまざま) 

3～4.5㎜ 

(粒が均一) 
写真添付 

実の重さ 
10g当り 413粒 

(１粒当り 0.024g) 

10g当り 341粒 

(１粒当り 0.029g) 
写真添付 

粉の状態 白色 白色 
どちらも見分け

出来ない 

実入り 良い 非常に良い  

収量（反収） 10a当り 55㎏ 10a当り 50㎏ 
場所により差が

生じた 

粉の粘り気 普通 強い  

香り 強い 普通 個人差が生じる 

 

９．経営相談、指導、マーケットリサーチ活動等 

 ・県会津農林事務所喜多方農業普及所に土壌診断解析依頼、技術相談や現地で指導 

 及び調査も行った。 

 ・会津のかおり品評会に出品したが平野部のものとあまりかわらなかった。 

 ・口コミ、地元新聞に記事を掲載されたことにより村外からの問い合わせが多数寄せ 

 られた。 

 ・県が主催する耕作放棄地関係の研修会に組合員が参加し、他の団体の取組事例につ 

 いて学んだ。 

10．加工品試作・試験販売活動等 

 ・そば粉（１袋２㎏入）の試験販売、蕎麦ようかん、そばがきの試食・販売。 

 ・11/19組合員による収穫したそばの試食会の実施したところそばの風味は在来種との 

 区別がつかなかった。 

 ・東京都で開催（12/19）された「ほっとする、ふくしま。大交流フェア」においてそ 

 ば粉、蕎麦ようかん、そばがきの試食会・試験販売を行った。 

 



事業効果 
 

    この高冷地でも在来種のそばと同等の収量、風味が得られることが分かった。 

    今後は、在来種と交配しないよう配慮しながら会津のかおりの普及拡大を図り 

   たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



 


